
令和３年度茨城県小中学校長研究協議会報告（取手市 小学校）                        

１  行政との連携や働きかけ  

(1) 今年度効果があったもの  

・人員の確保（学習サポーター（県費）、市の消毒等サポーター、シルバー人材、 ICT ス  

     タッフ）  

・留守電機能  

・健康管理アプリ「リーバー」  

・市教研の活動の精選（教育委員会との協議による）  

・感染症対策に関しての補助金（消耗品含む）  

・出張の精選  

    ・給食費の公会計化  

(2) 次年度取り組みたいもの  

   ・人員の確保の継続と拡大  

・感染症対策に関しての補助金の継続  

   ・通知表の簡略化。  

   ・出席管理システムの一本化  

・調査報告書の精選  

・水泳学習の業者委託  

・用務員（市職）の勤務時間延長と増員  

・市主催研修のオンライン化、削減  

・市主催行事への管理職参加の削減  

・教職員の配置における確実な補充  

２  自校の取組  

(1) 今年度効果があったもの  

   ・定時退勤と計画年休  

   ・「学年だより」の廃止  

   ・HP の輪番制（三者も）  

   ・学校だよりを活用した「働き方改革」に関する保護者の理解促進（HP にも掲載）  

・清掃カットによる日課表の見直し  

・勤務時間の変更  

・５時間授業を週２回で実施（週３回モジュール国語で実施）  

・リモートによる集会活動  

(2) 次年度取り組みたいもの  

   ・5 時間授業日の増加（総合的な学習の見直し）  

   ・除草作業、下校指導における地域の方との連携強化  

・教科担任制（専科加配の配置）  

・作品展示のウェブ化  

・定時退勤日の設定（週一回）  

・夏季休業中の課題のオンライン化（ワークから E ライブラリーへ移行）  

   ・運動会の実施方法・内容削減（開催曜日、時間、参加人数検討※市教委と検討中）  

・行政と連携しての環境整備  

３  協議会で次年度に取り組みたいテーマ  

  ・教員の指導力向上のための研修の在り方  

  ・教職員のメンタルヘルス  

  ・教頭、教務主任の勤務時間短縮のための方策  

  ・コミュニティースクールの構築について  

  ・特別支援教育の充実  

・日程のデザインについて  

  ・働き方改革（教頭、教務主任の働き方、教員特殊業務の位置づけ）  

  ・地域・行政を巻き込んだ環境整備  

 


